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教
員
自
由
投
稿

「
氷
の
館
」

ロ
シ
ア
式
結
婚
狂
想
曲

坂
内
徳
明

一
　

一
七
三
九
年
末
か
ら
翌
一
七
四
〇
年
二
月
上
旬
の
謝
肉
祭
に
か
け
て
の
時
期
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
都
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
一
つ
の
祭
り
が

開
催
さ
れ
た
。「
氷
の
館
」（「
氷
の
宮
殿
」
と
も
）
と
い
う
名
の
こ
の
祭
り
は
氷
結
し
た
ネ
ヴ
ァ
川
の
上
で
行
わ
れ
、
現
代
で
も
世
界
各
地
で
行
わ

れ
る
氷
・
雪
の
祭
典
に
該
当
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
内
容
か
ら
見
る
と
い
さ
さ
か
奇
妙
な
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
。
実
は
、
こ
の

祭
り
は
、
ロ
シ
ア
史
上
の
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
言
及
さ
れ
、
人
口
に
膾
炙
す
る
こ
と
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴
史
研
究
で
は
真
面
目
に

扱
わ
れ
る
こ
と
が
あ
ま
り
多
く
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
馬
鹿
馬
鹿
し
い
」
出
来
事
と
し
て
嘲
笑
さ
れ
、
完
全
に
無
視
さ
れ
る
か
、
あ
る

い
は
ロ
シ
ア
史
上
最
大
の
「
恥
辱
」
と
し
て
憤
怒
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
す
ら
あ
っ
た（

1
）。

　

こ
の
祭
り
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
ロ
シ
ア
権
力
の
頂
点
に
あ
っ
た
の
は
、
一
七
三
〇
年
に
皇
帝
の
座
に
就
い
た
ア
ン

ナ
・
イ
オ
ア
ン
ノ
ヴ
ナ
で
あ
る
。
一
七
四
〇
年
十
月
に
病
没
す
る
彼
女
に
と
っ
て
「
氷
の
館
」
は
生
前
で
最
後
の
大
き
な
祭
典
と
な
っ
た
。
ア
ン
ナ
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女
帝
は
政
治
的
意
欲
と
能
力
に
ま
っ
た
く
欠
け
て
い
た
と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
の
ロ
シ
ア
＝
ソ
ビ
エ
ト
歴
史
学
の
一
致
し
た
見
解
で
あ
る
（
性
来
の

資
質
に
加
え
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
後
の
「
混
迷
」
の
中
で
、
当
時
、
バ
ル
ト
の
ク
ー
ル
ラ
ン
ト
で
寡
婦
と
し
て
二
十
年
近
く
を
過
ご
し
て
い
た
彼
女

が
、
自
ら
の
意
志
に
よ
る
こ
と
な
く
中
央
政
界
に
引
き
ず
り
だ
さ
れ
て
皇
帝
に
就
き
、
そ
の
後
は
Э
・
И
・
ビ
ロ
ン
や
А
・
И
・
オ
ス
テ
ル
マ
ン
ら

ド
イ
ツ
人
寵
臣
た
ち
に
政
治
を
委
ね
た
形
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
）（2
）。
そ
の
反
面
、
彼
女
は
遊
戯
と
娯
楽
に
強
く
惹
か
れ
て
い
た
の
で
、
宮
中
だ

け
で
な
く
市
中
で
多
く
の
遊
興
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
よ
う
命
じ
た
。
即
位
式
と
そ
の
周
年
記
念
、
誕
生
日
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
機
会
に
必
ず

式
典
を
企
画
し
、
華
美
な
儀
礼
、
花
火
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
ス
カ
ラ
ー
ド
（
仮
面
仮
装
宴
）
や
宴
会
に
打
ち
興
じ
た
の
だ
っ
た（

3
）。

　

祭
り
「
氷
の
館
」
の
本
来
の
目
的
は
、
一
七
三
五
年
に
開
始
し
た
ト
ル
コ
と
の
戦
争
が
一
七
三
九
年
に
終
わ
り
、
同
年
九
月
に
成
立
し
た
ベ
ル
ゴ

ロ
ド
講
和
を
祝
賀
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
祭
り
の
目
論
見
は
そ
れ
に
は
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
二
月
の
謝
肉
祭
で
、
お
ふ
ざ
け
婚
礼
を
行

い
、
そ
れ
を
マ
ス
カ
ラ
ー
ド
や
宴
会
で
参
加
者
が
祝
い
、
騒
ご
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

ア
ン
ナ
の
宮
廷
を
娯
楽
と
笑
い
に
充
ち
溢
れ
さ
せ
る
上
で
欠
か
せ
ぬ
要
素
の
一
つ
が
、
宮
廷
道
化
師
で
あ
っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ロ

シ
ア
人
貴
族
の
出
身
と
し
て
Н
・
Ф
・
ヴ
ォ
ル
コ
ン
ス
キ
イ
公
爵
、
М
・
А
・
ゴ
リ
ツ
ィ
ン
公
爵
、
А
・
П
・
ア
プ
ラ
ク
シ
ン
伯
爵
の
三
名
、
ピ
ョ

ー
ト
ル
時
代
以
来
の
宮
中
道
化
師
と
し
て
ロ
シ
ア
人
の
И
・
А
・
バ
ラ
キ
レ
フ
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
生
ま
れ
の
ユ
ダ
ヤ
人
ヤ
ン
・
ダ
コ
ス
タ
の
二
名
、
そ

し
て
イ
タ
リ
ア
か
ら
楽
師
と
し
て
ロ
シ
ア
に
来
訪
し
、
ア
ン
ナ
と
ビ
ロ
ン
に
気
に
入
ら
れ
て
道
化
師
と
し
て
活
躍
す
る
ペ
ド
リ
ー
ロ
の
合
計
六
名
が

公
式
に
認
め
ら
れ
た
道
化
師
と
し
て
宮
中
を
哄
笑
に
満
ち
た
空
間
と
す
べ
く
活
躍
し
て
い
た（

4
）。「
氷
の
館
」
の
婚
礼
に
お
け
る
主
人
公
た
る
新
郎

と
新
婦
に
は
、
こ
の
六
名
中
の
ミ
ハ
イ
ル
・
ア
レ
ク
セ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ゴ
リ
ツ
ィ
ン
公
爵
と
、
ア
ン
ナ
の
寄
食
者
エ
ヴ
ド
キ
ヤ
・
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ナ
・
ブ

ジ
ェ
ニ
ー
ノ
ヴ
ァ
が
選
ば
れ
た
。
そ
の
祝
い
の
場
所
は
、
都
の
最
中
心
部
の
ネ
ヴ
ァ
川
の
氷
上
と
さ
れ
、
そ
こ
に
祭
り
の
た
め
に
特
別
に
建
設
さ
れ

た
館
な
ら
び
に
内
部
の
調
度
品
は
す
べ
て
氷
で
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
こ
の
氷
の
宮
殿
の
寝
室
で
初
夜
を
迎
え
る
新
婚
夫
婦
の
姿
と
周

囲
の
さ
ま
ざ
ま
な
氷
の
作
品
を
、
女
帝
と
外
国
人
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
国
内
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
臣
民
を
含
め
合
計
三
百
名
を
越
え
る
人
々
が
マ
ス

カ
ラ
ー
ド
行
進
を
し
な
が
ら
観
賞
し
、
そ
の
あ
と
祝
宴
を
張
る
と
い
う
の
が
祭
り
の
趣
向
だ
っ
た
。

　

一
見
、
現
代
版
雪
ま
つ
り
と
も
見
え
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
そ
こ
に
秘
め
ら
れ
た
意
図
は
た
だ
の
お
ふ
ざ
け
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
ほ
ど
単
純
で

は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
ロ
シ
ア
風
馬
鹿
騒
ぎ
で
あ
る
と
し
て
無
視
や
嘲
笑
、
さ
ら
に
憤
激
の
対
象
と
し
て
済
ま
せ
ぬ
も
の
が
確
実
に
あ
っ
た
。
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二「
氷
の
館
」
の
祭
典
は
誰
が
、
い
つ
企
画
し
、
そ
の
計
画
は
い
か
に
進
行
し
た
の
か
。

　

公
式
の
趣
旨
は
上
述
し
た
と
お
り
だ
が
、
道
化
師
を
婚
礼
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ナ
の
意
思
が
強
く
働
い
て
い
た
。
彼
女
の
寄
食
者
が

結
婚
し
た
い
と
発
言
し
た
こ
と
か
ら
、
以
前
か
ら
他
人
を
結
婚
さ
せ
る
こ
と
に
多
大
な
熱
意
を
示
し
て
い
た
「
仲
人
女
」
と
し
て
の
女
帝
が
そ
れ
を

実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る（

5
）。
も
っ
と
も
、
こ
の
花
嫁
に
関
し
て
は
、
カ
ル
ム
イ
ク
人
で
あ
る
こ
と
を
除
き
、
彼
女
個
人
と
し
て
の
経
歴
等
の
情
報
が

ま
っ
た
く
見
出
せ
な
い
（
生
年
は
一
七
一
〇
年
）。
カ
ル
ム
イ
ク
と
い
う
、
主
に
ヴ
ォ
ル
ガ
、
ド
ン
川
下
流
域
の
ス
テ
ッ
プ
地
帯
に
住
む
モ
ン
ゴ
ル

系
民
族
名
か
ら
は
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
期
以
来
の
ロ
シ
ア
の
東
方
進
出
に
よ
っ
て
併
合
さ
れ
、
捕
虜
な
い
し
ロ
シ
ア
軍
兵
士
と
な
っ
た
民
族
の
女
性

の
命
運
が
か
ろ
う
じ
て
想
像
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る（

6
）。
彼
女
は
こ
の
婚
礼
か
ら
二
年
後
の
一
七
四
二
年
に
息
子
一
人
（
あ
る
い
は
二
人
と
も
）
を
残

し
て
亡
く
な
っ
た
。

　

新
郎
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
リ
ツ
ィ
ン
は
ロ
シ
ア
の
名
門
貴
族
ゴ
リ
ツ
ィ
ン
家
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
、
一
六
八
九
（
八
八
？
）
年
に
、
祖
父
は
ソ

フ
ィ
ヤ
皇
女
の
愛
人
、
父
親
は
ペ
ル
ミ
総
督
と
い
う
名
家
に
生
ま
れ
た
。
最
初
の
妻
マ
ル
フ
ァ
が
男
女
各
一
人
ず
つ
の
子
供
を
残
し
て
一
七
二
九
年

に
死
去
し
た
後
、
国
外
へ
出
て
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
知
り
合
っ
た
イ
タ
リ
ア
人
女
性
と
結
婚
、
そ
れ
を
機
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
改
宗
す
る
。
一
七
三
二

年
に
妻
を
同
伴
し
て
ロ
シ
ア
へ
帰
国
す
る
が
、
改
宗
が
大
き
な
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
と
な
り
、
宗
務
院
か
ら
懲
戒
処
分
を
受
け
る
と
と
も
に
、
ア
ン
ナ
か

ら
道
化
師
の
身
分
を
与
え
ら
れ
た
（
一
七
三
二
年
）。
ク
ワ
ス
（
麦
か
ら
作
る
ロ
シ
ア
の
伝
統
的
発
酵
飲
料
）
を
女
帝
に
供
す
る
こ
と
を
仕
事
と
し

た
こ
と
か
ら
ク
ワ
ス
ニ
ク
、
ク
ワ
ス
ニ
ン
の
あ
だ
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う（

7
）（
一
七
四
〇
年
の
「
氷
の
館
」
で
結
婚
し
た
妻
の
死
後
、
ゴ
リ
ツ

ィ
ン
は
一
七
四
四
年
に
四
番
目
の
妻
を
娶
り
、
一
七
七
五
年
に
死
ん
だ
と
い
う
か
ら
大
往
生
で
あ
る
）。
宮
廷
道
化
師
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
一
七

四
〇
年
当
時
、
す
で
に
齢
五
十
を
超
え
て
い
た
彼
が
新
郎
と
し
て
白
羽
の
矢
を
当
て
ら
れ
た
の
に
は
、
い
く
ら
お
遊
び
で
お
ふ
ざ
け
だ
っ
た
と
し
て

も
、
ど
こ
か
不
可
解
さ
が
残
る
。
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「
氷
の
館
」
の
祭
り
開
催
は
女
帝
ア
ン
ナ
の
意
思
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
が
、
祭
典
全
体
の
責
任
者
は
、
官
房
長
官
А
・
П
・
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
ス
キ
イ

で
あ
る（

8
）。
館
を
氷
で
制
作
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
の
は
侍
従
А
・
Д
・
タ
チ
ー
シ
チ
ェ
フ
（
同
時
代
の
政
治
動
向
に
も
深
く
関
わ
っ
た
著
名
な

歴
史
家
で
地
理
学
者
の
В
・
Н
・
タ
チ
ー
シ
チ
ェ
フ
と
血
縁
関
係
は
な
い
）
と
さ
れ
る
が
、
建
物
等
の
設
計
・
建
設
は
П
・
М
・
エ
ロ
ー
プ
キ
ン（

9
）、

И
・
Я
・
ブ
ラ
ン
ク
、
П
・
А
・
ト
レ
ジ
ー
ニ
と
い
っ
た
初
期
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
建
築
史
を
飾
る
錚
々
た
る
建
築
家
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
。

　

女
帝
の
命
を
受
け
た
祭
り
開
催
の
準
備
に
関
し
て
は
、
演
劇
史
家
Л
・
М
・
ス
タ
リ
コ
ヴ
ァ
が
綿
密
に
収
集
し
、
集
大
成
し
た
資
料
そ
の
他
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る（

10
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
祭
り
の
準
備
が
本
格
化
し
た
の
は
一
七
三
九
年
十
二
月
段
階
で
あ
る
。
十
二
月
五
日
付
女
帝
ア
ン

ナ
の
勅
令
は
述
べ
る
、「
予
は
、
わ
が
官
房
大
臣
に
し
て
狩
猟
官
長
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
ス
キ
イ
に
対
し
て
、
マ
ス
カ
ラ
ー
ド
に
必
要
な
準
備
を
行
う
よ
う

に
命
じ
た
。
そ
の
た
め
に
建
設
官
署
か
ら
建
築
家
ブ
ラ
ン
ク
を
大
臣
の
も
と
に
派
遣
し
、
職
人
そ
の
他
の
人
々
、
木
材
は
じ
め
資
材
が
ど
れ
だ
け
必

要
か
に
つ
い
て
、
彼
の
要
求
を
大
臣
に
対
し
て
す
み
や
か
に
知
ら
せ
る
こ
と
。
建
設
官
署
に
対
し
、
こ
の
こ
と
を
本
勅
令
に
従
っ
て
執
り
行
う
よ
う

命
ず
る
」（11
）。
同
日
、
こ
の
女
帝
の
命
を
伝
え
る
形
で
シ
ベ
リ
ア
官
署
に
送
ら
れ
た
指
示
に
は
、「
現
在
、
宮
中
で
は
、
来
た
る
べ
き
滑
稽
な
婚
礼
、

マ
ス
カ
ラ
ー
ド
の
た
め
の
準
備
が
行
わ
れ
て
い
る
」
の
で
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
品
々
（
狐
や
狼
の
尾
、
各
種
兎
、
熊
や
山
羊
の
毛
皮
、
水
鳥
の
羽

と
そ
の
具
体
的
数
量
）
を
た
だ
ち
に
、
遅
く
と
も
十
二
月
末
ま
で
に
送
る
よ
う
に
、
も
し
シ
ベ
リ
ア
官
署
に
な
い
場
合
に
は
市
場
で
購
入
し
て
速
や

か
に
送
付
す
る
よ
う
に
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
署
名
が
オ
ス
テ
ル
マ
ン
、
チ
ェ
ル
カ
ス
キ
イ
、
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
ス
キ
イ
三
名
の
官
房
大
臣
全
員
に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
き
わ
め
て
重
要
な
命
令
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
式
典
が
婚
礼
と
マ
ス
カ
ラ
ー
ド
か
ら
な
り
、

し
か
も
お
ふ
ざ
け
の
部
分
を
含
む
こ
と
も
こ
の
官
房
指
示
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
続
く
十
二
月
七
日
付
の
指
令
で
は
、
祭
典
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
は
か
な
り
の
数
の
絵
が
必
要
な
の
で
、
多
く
の
画
家
や
絵
師
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
、
宮
廷
付
き
の
金
細
工
師
や
塗
料
工
、
指
物
師
を
集

め
る
よ
う
に
と
求
め
て
い
る
。

　

祭
り
の
頂
点
が
マ
ス
カ
ラ
ー
ド
と
な
る
こ
と
は
当
然
だ
っ
た
。
そ
の
式
次
第
に
関
し
て
は
後
述
す
る
が
、
準
備
段
階
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
匠

が
凝
ら
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
多
く
の
指
示
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
マ
ス
カ
ラ
ー
ド
に
は
鹿
の
角
が
五
十
本
入
用
な
の
で
調
達
し
て
お
く
こ
と

（
一
七
四
〇
年
一
月
九
日
付
）、
マ
ス
カ
ラ
ー
ド
と
獣
の
狩
り
の
た
め
の
ミ
ラ
ノ
犬
十
五
頭
、
鶏
の
毛
で
こ
し
ら
え
た
羽
飾
り
百
五
十
本
を
一
月
末
ま

で
に
都
へ
送
る
こ
と
（
一
月
十
日
）
等
々
。
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注
目
さ
れ
る
の
は
、
必
要
な
人
材
と
品
物
が
詳
細
に
指
示
さ
れ
、
招
聘
さ
れ
る
人
々
の
土
地
、
そ
の
衣
装
と
楽
器
が
き
わ
め
て
具
体
的
に
特
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
ス
キ
イ
は
、
カ
ザ
ン
県
知
事
に
対
し
て
女
帝
陛
下
か
ら
の
命
令
を
伝
達
す
る
と
し
て
「
チ
ェ
レ
ミ

ス
、
モ
ル
ド
ヴ
ァ
、
チ
ュ
ヴ
ァ
シ
、
タ
タ
ー
ル
の
人
々
を
男
女
各
三
組
」
を
都
へ
送
る
よ
う
に
、
ま
た
、
ア
ル
ハ
ン
ゲ
ル
ゴ
ロ
ド
県
知
事
に
対
し
て

は
ロ
パ
リ
（
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
）、
サ
モ
エ
ー
ド
の
人
々
を
各
三
組
、
モ
ス
ク
ワ
県
知
事
に
は
「
踊
り
が
で
き
る
六
人
の
女
性
と
男
性
」
を
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
は
「
踊
れ
る
若
い
女
性
と
コ
サ
ッ
ク
を
六
人
ず
つ
」
を
送
る
こ
と
、
し
か
も
「
送
ら
れ
て
く
る
人
々
は
全
員
、
自
分
が
使
用
す
る
衣
服
等

を
官
費
に
よ
っ
て
新
調
し
た
も
の
を
着
て
く
る
よ
う
に
」
命
じ
て
い
る
（
一
七
三
九
年
十
一
月
二
十
七
日
付
指
令
）。
さ
ら
に
、
調
達
す
べ
き
動
物

と
し
て
モ
ス
ク
ワ
近
郊
か
ら
良
犬
十
五
頭
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
か
ら
五
十
頭
の
山
羊
な
ら
び
に
羊
等
々
。

　

ま
た
、
先
に
記
し
た
官
房
を
構
成
す
る
三
名
の
連
記
に
よ
る
、
十
二
月
五
日
付
の
モ
ス
ク
ワ
県
副
知
事
ユ
ス
ポ
フ
公
爵
宛
て
命
令
書
に
よ
れ
ば
、

モ
ス
ク
ワ
近
郊
の
カ
ル
ー
ガ
と
ア
レ
ク
シ
ン
か
ら
、
踊
り
上
手
で
、
見
目
麗
し
い
村
の
若
い
男
女
八
名
ず
つ
、
ま
た
、
笛
を
吹
け
る
若
い
牧
人
六
名

を
集
め
る
よ
う
に
、
そ
の
た
め
こ
の
命
令
を
受
け
取
っ
た
な
ら
ば
た
だ
ち
に
人
を
派
遣
し
、
選
抜
し
た
男
女
に
対
し
て
普
段
着
よ
り
も
上
等
な
服
を

公
費
で
作
る
手
配
を
せ
よ
、
と
あ
る
。
し
か
も
そ
の
際
の
服
装
は
、
農
夫
は
通
常
の
白
い
布
で
こ
し
ら
え
た
カ
フ
タ
ン
（
長
裾
上
着
）、
半
カ
フ
タ

ン
の
か
わ
り
に
短
い
コ
ジ
ャ
ン
（
革
上
着
）、
ズ
ボ
ン
は
丈
が
長
く
、
ま
だ
ら
模
様
の
も
の
と
す
る
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
牧
人
、
農
婦
に
つ
い

て
も
同
様
に
具
体
的
指
示
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
種
楽
器
と
し
て
、
木
製
ス
ヴ
ィ
レ
ー
リ
（
ロ
シ
ア
の
笛
）
百
本
、
粘
土
製
ル
ィ
リ
ャ
（
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
弦
楽
器
）
五
十
本
と
グ
ド
ー
ク
（
ロ
シ
ア
の
弦
楽
器
）
三
十
本
、
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
カ
（
風
笛
）
三
十
本
が
必
要
な
の
で
調
達
せ
よ
と
の
指

示
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
官
房
か
ら
の
書
簡
は
十
日
付
で
受
領
さ
れ
、
翌
日
付
で
ユ
ス
ポ
フ
が
送
っ
た
回
答
に
よ
れ
ば
、
指
定
さ
れ
た
男
女
の
こ

と
は
上
記
二
ヶ
所
の
代
官
へ
命
じ
、
し
か
る
べ
き
者
を
集
め
た
こ
と
、
所
定
の
金
額
を
与
え
て
モ
ス
ク
ワ
へ
向
か
わ
せ
た
、
そ
の
他
の
五
項
目
に
つ

い
て
は
指
示
を
終
え
た
と
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
十
二
月
十
二
日
付
の
カ
ル
ー
ガ
代
官
か
ら
モ
ス
ク
ワ
官
署
宛
て
の
書
簡
に
は
、
モ
ス
ク
ワ
へ
派

遣
さ
れ
る
人
員
の
名
簿
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
十
二
月
二
十
日
付
ユ
ス
ポ
フ
の
書
簡
は
、
男
女
各
八
名
計
十
六
名
の
名
前
を
列
挙
し
て
い
る
。
こ
の
他
、

ロ
ジ
ョ
ー
ク
（
角
笛
）
を
演
奏
で
き
る
牧
人
が
入
用
な
の
で
、
具
体
的
人
数
と
楽
器
個
数
、
さ
ら
に
特
定
の
村
の
名
前
を
例
示
し
て
、
そ
れ
を
集
め

る
よ
う
に
と
の
指
示
や
、
ま
た
、
赤
・
青
・
黄
色
の
羽
根
飾
り
の
本
数
に
つ
い
て
の
言
及
も
見
え
る
。

　

祭
り
を
行
う
べ
く
こ
う
し
た
人
々
と
品
物
を
都
へ
集
め
る
指
示
と
並
行
し
て
、
す
で
に
帝
都
に
存
在
す
る
各
種
の
物
品
と
デ
ー
タ
を
最
大
限
に
利
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用
す
る
こ
と
も
、
当
然
だ
が
、
考
慮
さ
れ
て
い
た
。
一
七
二
五
年
に
創
設
さ
れ
て
間
も
な
い
ロ
シ
ア
学
士
院
（
ア
カ
デ
ミ
ー
）
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る

資
料
と
情
報
を
利
用
す
る
よ
う
に
と
の
指
示
が
そ
れ
で
あ
る
。
秘
書
官
長
ア
ヴ
ラ
ム
・
ス
ヴ
ェ
ル
チ
コ
フ
名
で
送
ら
れ
た
学
士
院
宛
て
の
問
い
合
わ

せ
（
一
七
三
九
年
十
二
月
二
七
日
付
）
に
は
、「
女
帝
陛
下
の
勅
令
に
従
い
、
マ
ス
カ
ラ
ー
ド
が
準
備
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
学
士
院
内
に

あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
の
衣
服
の
現
物
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
モ
ル
ド
ヴ
ァ
、
チ
ェ
レ
ミ
ス
、
チ
ュ
ヴ
ァ
シ
、
ヴ
ォ
チ
ャ
ク
、
ト
ゥ
ン
グ
ー

ス
、
ロ
パ
リ
、
サ
モ
エ
ー
ド
、
そ
の
他
の
シ
ベ
リ
ア
の
諸
民
族
の
衣
装
で
あ
る
」。
こ
う
し
た
要
請
に
対
し
て
学
士
院
が
最
大
限
の
協
力
と
資
料
提

供
を
行
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
学
士
院
に
は
、
モ
ル
ド
ヴ
ァ
を
は
じ
め
と
し
た
十
六
余
の
民
族
の
衣
装
現
物
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
ら
に
関
す
る
記
述
に
加
え
て
、
通
常
の
移
動
手
段
、
乗
り
物
と
し
て
使
用
さ
れ
る
動
物
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
チ
ェ
レ
ミ
ス

は
じ
め
十
四
余
の
民
族
に
関
す
る
記
述
と
絵
が
あ
る
こ
と
を
回
答
し
て
い
る（

12
）。

　

ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
自
然
と
人
工
の
劇
場
」
の
一
環
と
し
て
の
提
案
に

端
を
発
し
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
フ
ォ
ン
ド
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
学
士
院
な
ら
び
に
そ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
の
ク
ン
ス
ト

カ
マ
ー
（
ロ
シ
ア
語
で
は
、
そ
の
ま
ま
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
）
に
と
っ
て（

13
）、「
氷
の
館
」
祭
典
へ
の
参
加
は
、
発
展
の
た
め
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ

と
な
っ
た
。
祭
り
へ
の
資
料
提
供
は
、
収
蔵
リ
ス
ト
と
資
料
の
点
検
の
み
な
ら
ず
、
ロ
シ
ア
国
内
で
よ
う
や
く
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
博
物

学
・
民
族
学
的
な
調
査
と
研
究
を
前
進
さ
せ
る
上
で
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る（

14
）。

　

一
七
四
〇
年
の
新
年
開
始
と
と
も
に
「
氷
の
館
」
は
、
外
装
、
内
装
と
も
準
備
が
完
了
し
た
。
新
年
の
花
火
は
ロ
シ
ア
・
ト
ル
コ
の
講
和
を
記
念

し
て
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
氷
の
館
」
は
そ
の
ま
ま
二
月
の
婚
礼
の
祭
典
ま
で
、
ネ
ヴ
ァ
川
の
氷
上
に
建
て
ら
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。

　

一
七
三
九
年
か
ら
翌
年
の
冬
は
き
わ
め
て
例
外
的
な
寒
さ
だ
っ
た
。
ド
イ
ツ
人
自
然
科
学
者
で
ロ
シ
ア
学
士
院
会
員
と
な
っ
た
Г
・
В
・
ク
ラ
フ

ト
は
、「
氷
の
館
」
の
記
録
を
残
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
に
よ
れ
ば
、
一
七
三
九
年
十
一
月
十
日
か
ら
一
七
四
〇
年
三
月
十
六
日
ま

で
の
冬
は
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
に
厳
し
い
寒
さ
で
あ
り
、
最
も
寒
か
っ
た
記
録
と
し
て
は
一
月
二
五
日
午
前
七
時
、
華
氏
マ
イ
ナ
ス
三
十
度
で
あ
っ
た

と
い
う（

15
）。
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三
　

二
月
十
七
日
（
日
曜
日
、
旧
暦
六
日
）
に
終
わ
る
週
は
謝
肉
祭
（
バ
タ
ー
週
間
）
の
一
週
間
と
さ
れ
、
復
活
祭
の
七
週
間
前
を
節
目
と
し
て
、
冬

の
折
り
返
し
と
も
言
う
べ
き
重
要
な
祭
り
の
時
期
に
あ
た
る
。
謝
肉
祭
は
正
教
会
で
の
キ
リ
ス
ト
教
の
式
典
が
行
わ
れ
ず
、
農
村
で
は
「
人
形
」
を

燃
や
し
、「
雪
合
戦
」
を
し
、
ブ
リ
ン
（
ロ
シ
ア
風
パ
ン
ケ
ー
キ
）
を
は
じ
め
と
し
た
飲
食
（
食
べ
放
題
の
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
）
と
宴
会
が
祭
り
の
中

心
と
な
る
こ
と
か
ら
、
き
わ
め
て
民
衆
的
＝
異
教
的
な
色
彩
が
濃
厚
な
歳
時
儀
礼
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
ロ
シ
ア
の
長
い
冬
の
過
ご
し
方
の
一

つ
と
し
て
、
結
婚
を
意
識
し
、
そ
の
準
備
を
す
る
こ
と
が
こ
の
祭
り
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
た
（
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
・
娯
楽
の
過
程
で
の
異

性
「
観
察
」
と
「
お
見
合
い
」、
結
婚
シ
ー
ズ
ン
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
中
世
ロ
シ
ア
の
年
代
記
の
記
述
な
ら
び
に
民
族
学
的
デ
ー
タ
、
多
く

の
諺
を
参
照（

16
））。
そ
の
こ
と
か
ら
も
、
結
婚
式
を
こ
の
時
期
に
挙
行
す
る
と
い
う
ア
ン
ナ
の
思
い
つ
き
は
偶
然
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

　

祭
り
の
メ
イ
ン
会
場
は
「
氷
の
館
」
で
あ
り
、
現
在
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
市
内
で
も
最
中
心
部
に
あ
た
る
ネ
ヴ
ァ
川
の
氷
上
、
海
軍
省
と
冬
宮
の
間

の
場
所
に
建
て
ら
れ
た
。
敷
地
全
体
の
広
さ
は
三
五
平
方
サ
ー
ジ
ェ
ン
（
一
サ
ー
ジ
ェ
ン
は
二
・
一
三
四
メ
ー
ト
ル
）、
館
は
イ
タ
リ
ア
建
築
家
の

名
で
有
名
な
パ
ラ
ジ
オ
様
式
に
よ
る
も
の
で
、
長
さ
六
サ
ー
ジ
ェ
ン
、
幅
二
・
五
サ
ー
ジ
ェ
ン
、
高
さ
三
サ
ー
ジ
ェ
ン
で
あ
る
。
建
物
正
面
前
に
は

六
門
の
大
砲
が
置
か
れ
、
氷
の
砲
丸
が
何
度
も
放
た
れ
た
。
建
物
の
両
側
に
は
二
つ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
二
つ
の
門
が
あ
り
、
門
の
上
に
は
花
瓶
が
置

か
れ
、
花
瓶
に
挿
さ
れ
た
木
に
は
鳥
が
止
ま
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
氷
で
で
き
て
い
る
。
門
の
脇
に
は
ド
ル
フ
ィ
ン
が
二
頭
、
館
右
側
に
は
等
身

大
の
氷
の
ゾ
ウ
が
立
ち
、
傍
ら
に
二
人
の
ペ
ル
シ
ャ
人
が
い
る
。
象
は
鼻
か
ら
上
方
へ
放
水
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
形
を
作
る
。
水
は
特
製
の
消
防
用

ポ
ン
プ
を
通
っ
て
海
軍
省
運
河
か
ら
秘
密
の
回
路
を
通
っ
て
も
と
へ
戻
る
と
い
う
。
夜
に
は
、
象
は
中
で
石
油
を
燃
や
し
て
燃
え
上
が
る
噴
水
と
な

る
。「
象
は
生
き
た
象
の
よ
う
に
大
声
で
吠
え
る
が
、
こ
れ
は
中
に
座
る
人
が
あ
げ
た
声
を
管
で
拡
大
し
た
た
め
」
と
見
聞
者
は
記
し
て
い
る
。

　

正
面
か
ら
母
屋
へ
入
ろ
う
。
建
物
の
扉
は
緑
大
理
石
を
似
せ
た
飾
り
つ
け
が
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
氷
に
よ
る
。
中
は
ま
ず
玄
関
の
間
が
あ
り
、

両
側
に
二
部
屋
（
そ
れ
ぞ
れ
窓
が
四
つ
）、
右
側
が
居
間
で
、
こ
こ
に
は
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
、
棚
、
壁
時
計
等
が
あ
る
。
左
側
は
寝
室
で
、
こ
こ
に

は
寝
台
（
上
に
枕
と
毛
布
）、
カ
ー
テ
ン
、
腰
掛
、
長
椅
子
、
化
粧
台
と
鏡
、
壁
鏡
、
暖
炉
、
棚
が
あ
り
、
絨
毯
も
敷
か
れ
て
い
る
。
天
井
か
ら
は

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
吊
る
さ
れ
、
実
際
に
輝
い
て
い
る
。
そ
の
他
、
室
内
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
男
女
ス
リ
ッ
パ
、
新
郎
用
の
室
内
帽
子
と
新
婦
用
の
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ナ
イ
ト
キ
ャ
ッ
プ
、
卓
上
時
計
、
ト
ラ
ン
プ
カ
ー
ド
、
棚
の
上
に
は
彫
像
、
動
物
、
茶
器
が
あ
る
。
花
を
活
け
た
花
瓶
、
ダ
イ
ダ
イ
の
樹
木
と
葉
、

枝
に
と
ま
る
鳥
、
燭
台
等
、
あ
ら
た
め
て
繰
り
返
す
ま
で
も
な
く
、
す
べ
て
が
氷
の
作
品
で
あ
る
。
建
物
の
外
側
や
内
装
、
調
度
や
家
具
、
イ
ン
テ

リ
ア
、
さ
ら
に
室
内
の
こ
ま
ご
ま
し
た
品
物
ま
で
が
氷
で
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
、
見
聞
記
を
残
し
た
外
国
人
た
ち
は
異
口
同
音
に
感
嘆
の
声
を
挙

げ
て
い
る（

17
）。
こ
の
氷
の
館
は
、
三
月
初
め
に
溶
け
始
め
る
ま
で
建
っ
て
い
た
。

　

い
よ
い
よ
マ
ス
カ
ラ
ー
ド
の
集
団
が
行
進
を
開
始
す
る
。
す
で
に
準
備
過
程
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
ロ
シ
ア
国
内
か
ら
集
め
ら
れ
た
諸
民
族
の
代

表
者
が
、
自
分
の
土
地
と
民
族
の
衣
装
と
楽
器
を
準
備
し
、
そ
れ
を
身
に
付
け
、
演
奏
し
な
が
ら
行
進
し
た
。
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
ス
キ
イ
の
い
る
大
会
本

部
に
集
合
し
た
参
加
者
の
数
は
二
百
人
と
も
三
百
人
と
も
さ
れ
、
彼
ら
は
皇
帝
の
い
る
宮
殿
前
か
ら
ネ
フ
ス
キ
イ
大
通
り
を
進
み
、
市
内
の
主
な
通

り
を
行
進
し
た
後
、
ネ
ヴ
ァ
川
上
の
氷
の
館
へ
、
さ
ら
に
冬
宮
前
へ
進
む
と
い
う
コ
ー
ス
で
あ
る
。

　

婚
礼
行
列
の
先
導
役
は
、
黄
金
の
角
を
持
つ
鹿
四
頭
に
曳
か
れ
た
馬
車
に
乗
る
サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス
神
で
あ
り
、
そ
の
あ
と
を
、
八
羽
の
鶴
に
乗
る
北

極
星
の
シ
ン
ボ
ル
、
牛
に
跨
る
角
笛
吹
き
の
四
人
の
牧
人
、
杓
を
手
に
駱
駝
に
乗
る
御フ
リ
エ
ー
ル

用
将
校
、
続
い
て
、
付
け
鼻
を
し
た
三
人
の
魔
法
使
い
と
い

っ
た
面
々
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
手
が
四
本
あ
り
、
頭
一
つ
に
顔
が
二
つ
あ
る
お
と
ぎ
話
の
勇
者
、
花
婿
の
お
笑
い
「
親
衛
隊
」
と
し
て
、
裏
返
し
た

兎
の
コ
ー
ト
を
着
て
山
羊
に
跨
っ
た
二
四
人
の
戦
士
、
そ
の
あ
と
を
、
グ
ド
ー
ク
、
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
カ
、
ル
ィ
リ
ャ
、
バ
ラ
ラ
イ
カ
、
ロ
ジ
ョ
ー
ク
と

い
っ
た
各
種
の
伝
統
的
民
族
楽
器
を
手
に
し
た
楽
師
た
ち
が
進
み
、
そ
し
て
、
牛
や
犬
を
繫
い
だ
橇
の
列
が
続
く
が
、
そ
れ
ら
に
乗
る
の
は
、
ヴ
ォ

チ
ャ
ク
、
ロ
パ
リ
、
カ
ム
チ
ャ
ダ
ー
ル
と
い
っ
た
民
族
の
人
々
、
ま
た
、
そ
の
他
の
民
族
の
扮
装
を
し
た
人
々
で
あ
る
。
ま
た
、
行
列
の
中
に
は
、

魚
に
乗
る
ネ
プ
ト
ゥ
ヌ
ス
が
い
た
が
、
そ
れ
に
扮
し
て
い
た
の
は
、
ア
ン
ナ
宮
廷
公
認
の
六
人
の
道
化
師
の
一
人
で
あ
る
イ
ヴ
ァ
ン
・
バ
ラ
キ
レ
フ

で
あ
る
。
カ
ム
チ
ャ
ダ
ー
ル
の
人
々
が
群
衆
に
向
か
っ
て
凍
っ
た
魚
を
放
り
投
げ
る
が
、
こ
れ
は
婚
礼
で
お
金
を
投
げ
る
こ
と
の
パ
ロ
デ
イ
で
あ
ろ

う
。
先
導
の
最
後
は
、
花
婿
の
馬
の
か
わ
り
と
し
て
鞍
を
置
い
た
驢
馬
、
山
羊
と
羊
、
そ
し
て
六
頭
立
て
の
鹿
に
乗
る
花
婿
「
サ
モ
エ
ー
ド
・
ハ
ン

の
息
子
ク
ワ
ス
ニ
ン
」
で
あ
る
。
そ
の
後
ろ
は
、
猿
を
繫
い
だ
四
人
の
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
を
伴
う
「
ユ
ピ
テ
ル
の
妻
の
姿
の
」
仲
人
女
（
明
ら
か
に
ア

ン
ナ
を
表
象
す
る
）、
そ
し
て
、
マ
ス
カ
ラ
ー
ド
行
列
の
仕
切
り
役
が
ゾ
ウ
に
乗
っ
て
進
む
。
彼
は
長
い
灰
色
の
髭
を
た
く
わ
え
、
黒
い
服
を
ま
と

い
、
胸
に
は
花
婿
の
「
お
馬
鹿
の
紋
章
」
を
下
げ
、
手
に
は
箒
を
持
ち
、
周
囲
に
は
十
二
人
の
黒
人
と
三
人
の
助
手
が
駱
駝
に
乗
っ
て
い
る
。
そ
の

後
は
、
鎌
を
手
に
、
頭
に
は
、
神
と
し
て
崇
拝
す
る
太
陽
、
半
月
、
そ
し
て
四
季
を
描
い
た
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
異
教
の
祭
司
が
進
む
。
そ
し
て
、
い
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よ
い
よ
駱
駝
に
乗
っ
た
花
嫁
そ
の
人
、「
血
縁
の
な
い
」
姑
、
豚
に
乗
っ
て
群
衆
に
野
菜
を
投
げ
る
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
、
そ
れ
に
モ
ル
ド
ヴ
ァ
、
チ
ュ

ヴ
ァ
シ
、
チ
ェ
レ
ミ
ス
と
い
っ
た
民
族
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
六
人
ず
つ
同
行
し
て
い
る
。
最
後
は
、
楽
師
た
ち
と
花
嫁
の
お
笑
い
の
「
親
衛
隊
」
で

あ
る（

18
）。

　

以
上
は
、
マ
ス
カ
ラ
ー
ド
の
式
次
第
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
祭
典
を
実
際
に
観
察
し
、
記
録
を
残
し
た
ク
ラ
フ
ト
の
報
告
書

に
添
付
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
絵
に
は
、
行
列
の
先
頭
に
ゾ
ウ
が
進
み
、
そ
の
背
中
に
置
か
れ
た
檻
の
中
に
新
婚
の
夫
婦
が
座
っ
て
い
る（

19
）。
祭
り
の

見
聞
記
を
残
し
た
複
数
の
人
物
の
記
述
に
も
、
二
人
が
檻
に
入
れ
ら
れ
、
ゾ
ウ
に
乗
せ
ら
れ
て
い
た
と
あ
る
か
ら（

20
）、
こ
の
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

式
次
第
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
は
十
分
あ
り
う
る
が
、
お
そ
ら
く
は
、
行
進
途
中
で
、
い
よ
い
よ
目
指
す
「
氷
の
館
」
が
見
え
て
き
た
地
点
で
、
二
人

を
行
列
の
中
央
か
ら
先
頭
へ
移
し
、
檻
に
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
の
も
、
見
物
者
の
一
人
は
、
氷
の
館
に
入
っ
た
後
、
夫
婦
は
朝
ま
で
そ

こ
に
監
禁
さ
れ
、
逃
げ
だ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
扉
に
は
見
張
り
を
立
た
せ
た
と
、
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

マ
ス
カ
ラ
ー
ド
参
加
者
は
、
新
婚
夫
婦
の
寝
室
を
は
じ
め
と
す
る
氷
の
作
品
を
観
賞
し
た
後
、
こ
れ
も
ロ
シ
ア
各
地
か
ら
の
土
地
の
料
理
や
民
族

料
理
が
し
つ
ら
え
ら
れ
た
食
卓
へ
と
向
か
っ
た
。
こ
こ
で
も
、
諸
民
族
の
音
楽
と
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
の
大
き
な
仕
掛
け
は
詩
人
ト
レ

ヂ
ア
コ
フ
ス
キ
イ
に
よ
る
婚
礼
賛
歌
の
朗
読
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
に
述
べ
る
。

　

こ
の
食
事
会
と
と
も
に
、
舞
踏
会
も
開
か
れ
、
こ
こ
に
女
帝
が
参
加
し
た
こ
と
を
フ
ラ
ン
ス
大
使
が
書
き
残
し
て
い
る（

21
）。

四「
氷
の
館
」
の
祭
り
の
主
役
に
は
、
道
化
師
の
新
婚
夫
婦
の
他
に
、
も
う
一
人
の
人
物
が
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
祭
り
の
最
終
局
面
で

あ
る
宴
会
の
場
に
、
本
人
の
意
思
と
は
ま
っ
た
く
反
し
た
形
で
い
き
な
り
登
場
さ
せ
ら
れ
、
祭
り
と
婚
礼
を
賛
美
す
べ
く
用
意
し
た
自
作
の
詩
を
読

み
上
げ
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
詩
人
В
・
К
・
ト
レ
ヂ
ア
コ
フ
ス
キ
イ
で
あ
る
。

　

彼
は
、
一
七
〇
三
年
に
ヴ
ォ
ル
ガ
川
が
海
に
注
ぐ
町
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
で
聖
職
者
の
家
に
生
ま
れ
、
モ
ス
ク
ワ
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
の
学
業
を
経
て

一
七
二
六
年
に
オ
ラ
ン
ダ
へ
出
立
、
翌
年
秋
ま
で
ハ
ー
グ
に
滞
在
し
た
後
に
パ
リ
へ
行
き
、
こ
こ
で
一
七
二
七
年
末
か
ら
一
七
二
九
年
十
一
月
ま
で
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滞
在
し
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
で
学
び
、
そ
の
後
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
で
一
年
足
ら
ず
を
過
ご
し
た
後
に
ロ
シ
ア
へ
戻
っ
た
。
帰
国
後
は
、
タ
リ
マ
ン
『
愛
の
島

へ
の
旅
』
の
翻
訳
が
評
判
と
な
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
て
宮
中
に
出
入
り
し
、
ま
た
、
創
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
ロ
シ
ア
学
士
院
で
翻
訳
官
、
後
に

教
授
と
し
て
勤
務
す
る
一
方
、
ロ
シ
ア
詩
法
理
論
の
開
拓
者
に
し
て
詩
人
と
し
て
活
躍
、
十
八
世
紀
前
半
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
ロ
シ
ア
文
学
史
に

お
い
て
М
・
В
・
ロ
モ
ノ
ー
ソ
フ
、
А
・
П
・
ス
マ
ロ
ー
コ
フ
と
並
び
称
さ
れ
る
文
学
者
で
あ
る
。
ア
ン
ナ
が
皇
帝
の
座
に
就
い
た
こ
と
を
知
っ
た

時
、
彼
は
い
ま
だ
ハ
ン
ブ
ル
グ
滞
在
中
だ
っ
た
が
、
そ
こ
で
た
だ
ち
に
詩
「
女
帝
陛
下
即
位
を
祝
賀
し
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
で
作
ら
れ
た
歌
（
一
七
三
〇

年
新
暦
八
月
十
日
）」
を
作
成
し
て
い
る（

22
）。
こ
れ
は
、
同
年
九
な
い
し
十
月
に
楽
譜
付
き
で
刊
行
さ
れ
た（

23
）。
彼
が
ア
ン
ナ
に
会
見
で
き
た
の
は
、

一
七
三
二
年
一
月
末
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
彼
が
「
氷
の
館
」
の
祭
典
で
自
ら
が
大
き
な
役
目
を
果
た
す
こ
と
は
、
彼
自
身
ば
か
り
か
、
多
く
の
聴
衆
が
ま
っ
た
く
予
期
し
な
か
っ

た
出
来
事
だ
っ
た
。
顚
末
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
婚
礼
の
前
夜
、
最
高
責
任
者
の
官
房
長
官
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
ス
キ
イ
か
ら
、
明
日
の
祭
り
の
場
で
朗

読
す
べ
く
祝
賀
の
詩
を
作
る
よ
う
に
と
の
要
請
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
完
成
す
る
前
に
出
頭
せ
よ
と
の
命
が
下
る
。
い
ぶ
か
し
が
る
詩
人
が
連
れ
て

い
か
れ
た
先
は
、
官
房
で
は
な
く
、
祭
り
の
運
営
本
部
が
置
か
れ
て
い
た
「
ゾ
ウ
の
館
」
で
あ
り
、
こ
こ
で
詩
人
は
気
を
失
う
ま
で
棒
で
打
た
れ
た
。

こ
の
刑
罰
の
理
由
は
不
明
だ
が（

24
）、
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
ス
キ
イ
の
従
者
だ
け
で
な
く
彼
自
身
も
棒
を
手
に
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
一
晩
、
留
置
さ
れ
る
中

で
彼
は
求
め
ら
れ
た
詩
を
完
成
さ
せ
、
翌
日
、
イ
タ
リ
ア
道
化
の
扮
装
を
し
た
彼
は
祭
り
に
集
う
人
々
の
前
で
詩
を
読
み
上
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

後
、
詩
人
は
再
び
拘
束
さ
れ
、
打
た
れ
、
憔
悴
し
き
っ
て
帰
宅
し
た
（
そ
の
後
、
彼
は
元
気
を
振
り
絞
っ
て
、
あ
る
い
は
死
を
意
識
し
て
か
、
自
ら

の
蔵
書
を
学
士
院
へ
寄
贈
す
る
手
だ
て
を
取
っ
た
と
い
う
）。
さ
ら
に
、
詩
人
が
こ
の
よ
う
な
仕
業
を
受
け
た
経
緯
を
学
士
院
宛
て
二
月
十
日
付
上

申
書
に
書
き
、
同
時
に
ビ
ロ
ン
へ
訴
え
出
た
が
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
ス
キ
イ
に
よ
っ
て
再
逮
捕
さ
れ
、
獄
へ
送
ら
れ
た（

25
）。
後
に
、

皇
帝
へ
の
上
申
書
（
一
七
四
〇
年
十
一
月
十
二
日
付
）
の
中
で
、
詩
人
は
自
分
の
受
け
た
処
遇
に
つ
き
、「
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
と
さ
ま
ざ
ま
な
時
に
、

私
は
暴
力
的
に
痛
め
付
け
ら
れ
、
耐
え
が
た
い
侮
辱
と
、
四
度
に
及
ぶ
非
人
間
的
な
傷
を
負
わ
さ
れ
た
」
と
記
す
の
で
あ
る（

26
）。

　

ト
レ
ヂ
ア
コ
フ
ス
キ
イ
が
受
け
た
迫
害
に
は
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
た
の
か
。
一
つ
は
、
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
ス
キ
イ
な
ら
び
に
彼
の
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
反
ビ
ロ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
機
運
で
あ
る
。
ビ
ロ
ン
も
含
め
た
バ
ル
ト
地
域
出
身
ド
イ
ツ
人
勢
力
の
政
治
的
躍
進
に
対
す
る
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
ス
キ

イ
た
ち
の
動
き
と
、
そ
れ
を
抑
え
よ
う
と
し
た
ビ
ロ
ン
派
の
抗
争
の
狭
間
に
、
詩
人
は
放
り
込
ま
れ
た
。
彼
が
ビ
ロ
ン
に
訴
え
出
て
、
救
い
を
求
め



言語社会　第 5号　　210

た
こ
と
に
対
す
る
処
遇
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す
（
た
だ
し
、
六
月
二
七
日
に
後
者
の
反
ビ
ロ
ン
勢
力
メ
ン
バ
ー
は
絞
首
刑
さ
れ
、
ビ
ロ
ン
派
の
勝
利

に
終
わ
っ
た
の
が
「
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
ス
キ
イ
事
件
」
で
あ
る
）。
た
だ
し
、
詩
人
自
身
は
「
ド
イ
ツ
派
」
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
「
フ
ラ
ン
ス
派
」
に

属
し
て
い
た
か
ら
、
当
時
、
ド
イ
ツ
人
が
圧
倒
的
な
勢
力
を
握
る
ロ
シ
ア
学
士
院
の
中
で
、
そ
も
そ
も
彼
に
対
し
て
は
十
分
な
評
価
を
与
え
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
同
時
期
に
、
同
じ
ロ
シ
ア
辺
境
の
、
た
だ
し
、
ト
レ
ヂ
ア
コ
フ
ス
キ
イ
の
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
と
は
対
極
に
位
置
す
る
北
の
ア
ル
ハ

ン
ゲ
リ
ス
ク
か
ら
都
へ
上
り
、
ロ
シ
ア
の
諸
学
問
を
「
創
始
」
し
、
功
な
り
名
遂
げ
た
ロ
モ
ノ
ー
ソ
フ
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
と
し
て
、
ト
レ
ヂ
ア
コ

フ
ス
キ
イ
「
神
話
」
が
誕
生
し
て
い
く
契
機
が
こ
こ
に
は
あ
っ
た（

27
）。
詩
人
は
「
氷
の
館
」
で
受
け
た
「
恥
」
と
そ
の
後
の
「
嘲
り
」
の
中
で
、
四

半
世
紀
を
生
き
延
び
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

28
）。

　

祭
典
「
氷
の
館
」
で
披
露
さ
れ
た
詩
人
の
詩
は
、
全
体
で
二
九
行
か
ら
な
る
。
冒
頭
の
二
行
は
、
新
婚
夫
婦
に
向
け
た
挨
拶
の
は
ず
だ
が
、

ご
き
げ
ん
よ
ろ
し
ゅ
う　

結
婚
さ
れ
た
お
馬
鹿
た
ち

あ
ば
ず
れ
女
の
花
嫁　

そ
れ
に
な
ん
と
雄
々
し
き
花
婿
殿

　

す
で
に
花
嫁
の
形
容
語
と
し
て
使
わ
れ
た
「
あ
ば
ず
れ
」блядочка

は
、
現
代
ロ
シ
ア
語
で
も
女
性
に
対
す
る
最
大
級
の
罵
倒
語
で
あ
る（

29
）。

こ
の
当
時
、
は
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
イ
ン
パ
ク
ト
で
も
っ
て
人
々
の
耳
に
聞
こ
え
て
い
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
現
在
刊
行
中
の
『
十
八
世
紀
ロ
シ
ア

語
辞
典
』（
第
二
巻
、
一
九
八
五
年
）
に
は
「
一
七
三
〇
年
代
以
後
は
、
無
礼
な
も
の
と
し
て
書
籍
で
は
使
用
さ
れ
な
い
」
と
の
注
記
が
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
語
は
詩
全
体
で
四
回
登
場
し
て
い
る
。

　

続
く
第
五―

六
行
目
は
、

道
化
師
ク
ワ
ス
ニ
ン
と　

あ
ば
ず
れ
女
ブ
ジ
ェ
ニ
ー
ノ
ヴ
ァ
は

愛
で
一
つ
に
な
っ
た　

だ
が
二
人
の
愛
は
け
が
ら
わ
し
い
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二
人
の
名
前
は
ア
ン
ナ
が
つ
け
た
と
思
わ
れ
る
「
あ
だ
名
」
で
あ
り
、
そ
の
由
来
に
つ
い
て
は
上
述
し
た
。
新
婚
二
人
の
愛
が
「
け
が
ら
わ
し
い
、

い
ま
わ
し
い
」гадка

と
す
る
の
は
、
不
謹
慎
き
わ
ま
り
な
い
。
続
い
て
、
マ
ス
カ
ラ
ー
ド
参
加
者
の
民
族
名
称
や
彼
ら
が
手
に
す
る
楽
器
名
が
連

呼
さ
れ
る
。

い
ざ　

モ
ル
ド
ヴ
ァ
人
た
ち　

チ
ュ
ヴ
ァ
シ
人
た
ち　

サ
モ
エ
ー
ド
人
た
ち　

進
め

爺
さ
ん
は
陽
気
で
威
勢
の
い
い
口
上
を
始
め
よ

バ
ラ
ラ
イ
カ　

グ
ド
ー
ク　

ロ
ジ
ョ
ー
ク　

ヴ
ォ
ル
ィ
ン
カ
を
一
斉
に
か
き
な
ら
せ

「
陽
気
で
威
勢
の
い
い
口
上
」
は
、
民
衆
の
芝
居
小
屋
の
前
に
立
つ
弁
士
の
口
か
ら
ほ
と
ば
し
り
出
る
笑
い
と
活
気
に
あ
ふ
れ
た
、
客
を
呼
び
込
む

科
白
を
連
想
さ
せ
る（

30
）。

　

だ
が
、
彼
ら
を
一
方
的
に
賛
美
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

お
ま
え
ら
は　

お
ま
え
た
ち
は　

風
来
坊
の
仲
間

ふ
し
だ
ら
な
者　

放
蕩
者　

そ
し
て
汚
ら
わ
し
い
あ
ば
ず
れ
女

今
お
ま
え
た
ち
が
嬉
嬉
と
し
て

音
を
立
て　

叫
び　

踊
る
の
を　

わ
た
し
は
見
る

美
し
い
春
を
呼
び
寄
せ
よ

　

最
初
の
二
行
に
登
場
す
る
人
々
が
マ
ス
カ
ラ
ー
ド
参
加
者
を
指
す
と
考
え
る
な
ら
ば
、
祭
り
に
は
こ
う
し
た
非
差
別
者
・
ナ
ロ
ー
ド
の
存
在
が
欠

か
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
詩
は
高
々
と
宣
言
し
て
歌
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
引
用
の
最
後
の
行
に
つ
い
て
は
、
い
く
ら
か
の
注
釈
が
必
要
で
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あ
る
。
マ
ス
カ
ラ
ー
ド
に
は
ト
ヴ
ェ
ー
リ
市
か
ら
集
め
ら
れ
た
御
者
が
参
加
し
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
の
鳴
き
声
を
し
て
春
を
呼
び
寄
せ
る
場
面

が
あ
っ
た
と
い
う（

31
）。
謝
肉
祭
が
い
ま
し
ば
ら
く
先
の
春
へ
の
大
き
な
待
望
の
祭
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
春
迎
え
の
行
事
（「
春
を
呼

ぶ
」「
春
迎
え
の
歌
」）
が
本
格
化
す
る
の
は
、「
氷
の
館
」
の
祭
典
か
ら
一
ヶ
月
弱
後
の
三
月
初
頭
で
あ
る
。
詩
の
テ
ク
ス
ト
に
戻
る
な
ら
ば
、「
美

し
い
春
を
呼
び
寄
せ
よ
」
と
し
た
原
文Свищ

и весна, свищ
и красна

で
は
、「
春
」
と
「
美
し
い
」
が
対
句
の
形
に
な
っ
て
お
り
、
し
か
も

こ
う
し
た
表
現
手
法
は
「
春
迎
え
」
の
民
謡
で
も
っ
と
も
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

第
十
八
行
目
で
は
、
新
郎
を
「
ハ
ン
の
息
子
ク
ワ
ス
ニ
ン
」、
新
婦
を
「
ハ
ン
の
女
ブ
ジ
ェ
ニ
ー
ノ
ヴ
ァ
」
と
呼
ぶ
。
む
ろ
ん
、
花
婿
は
ロ
シ
ア

貴
族
の
生
ま
れ
だ
が
、
花
嫁
は
カ
ル
ム
イ
ク
人
の
女
性
で
あ
る
か
ら
、
十
七―

十
八
世
紀
に
ロ
シ
ア
の
支
配
下
に
あ
り
な
が
ら
カ
ル
ム
イ
ク
・
ハ
ン

国
が
存
続
し
て
い
た
こ
と
の
記
憶
が
こ
こ
に
蘇
っ
て
く
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
生
ま
れ
の
詩
人
は
カ
ル
ム
イ
ク
・
ハ
ン
に
つ
い
て
十

分
過
ぎ
る
ほ
ど
意
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

第
二
五―

二
七
行
目
は
、
婚
礼
の
宴
席
の
最
後
を
飾
る
祝
い
の
常
套
句
、

か
く
し
て　

今
や
新
郎
新
婦
は
挨
拶
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い

自
分
た
ち
二
人
が
い
つ
も
平
和
に
暮
ら
せ　

眠
り
が
訪
れ

お
し
ゃ
べ
り
し　

飲
み
食
い
で
き
ま
す
よ
う
に

　

そ
し
て
、
最
後
に
冒
頭
の

ご
き
げ
ん
よ
ろ
し
ゅ
う　

結
婚
さ
れ
た
お
馬
鹿
た
ち

あ
ば
ず
れ
女
の
花
嫁　

そ
れ
に
な
ん
と
雄
々
し
き
花
婿
殿

を
繰
り
返
し
て
朗
読
は
終
わ
る
。
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詩
人
の
信
仰
の
問
題
は
別
に
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
で
論
及
す
る
よ
う
に
、
彼
が
カ
ト
リ
ッ
ク
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

自
覚
的
な
信
仰
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
こ
の
詩
、
し
か
も
短
期
間
に
強
制
さ
れ
て
作
っ
た
こ
の
賛
歌
は
い
か
に
読
め
る
だ
ろ
う
か
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
作
品
は
、
農
耕
と
そ
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
ズ
ム
を
基
礎
に
置
い
た
「
異
教
性
」、
あ
る
い
は
「
民
衆
性
」
の
表
象
と
い
う

観
点
か
ら
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
先
述
し
た
謝
肉
祭
の
性
格
、「
春
迎
え
」
行
事
の
連
想
、
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
る
女
性
罵
倒
語
な
ら
び
に
悪

態
語
の
「
反
公
式
」「
反
文
化
」
性
、
か
き
鳴
ら
さ
れ
る
民
族
楽
器
の
名
称
、
非
ロ
シ
ア
・
非
ス
ラ
ヴ
民
族
な
ら
び
に
各
種
ナ
ロ
ー
ド
の
呼
称
の
連

呼
、
そ
し
て
、
詩
に
は
明
確
で
な
い
が
、
現
実
の
マ
ス
カ
ラ
ー
ド
に
登
場
し
た
多
く
の
表
象
（
ギ
リ
シ
ャ
＝
ロ
ー
マ
の
神
々
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
や
魔
法

使
い
、
異
教
祭
司
、
乗
り
物
と
し
て
の
山
羊
や
驢
馬
等
）
が
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
二
二
行
目
「
新
郎
は
疲
れ
て
も　

い
ず
れ

ま
た
農
作
業
に
は
げ
む
」
の
表
現
が
性
行
為
と
農
耕
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

五
　

本
稿
の
は
じ
め
で
、
ゴ
リ
ツ
ィ
ン
が
花
婿
に
選
ば
れ
た
こ
と
に
い
く
ら
か
の
不
可
解
さ
が
あ
る
と
記
し
た
。
婚
礼
時
点
で
齢
五
十
を
超
え
て
い
た

彼
が
新
郎
と
し
て
白
羽
の
矢
を
当
て
ら
れ
た
理
由
は
、
い
く
ら
宮
廷
道
化
師
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
祭
典
が
お
遊
び
と
お
ふ
ざ
け
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
の
説
明
で
は
十
分
な
説
得
力
が
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
何
人
か
の
歴
史
家
が
す
で
に
指
摘
し
て
き
た
と

お
り
、
ゴ
リ
ツ
ィ
ン
の
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
の
改
宗
が
原
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
彼
が
ロ
シ
ア
正
教
を
捨
て
て
カ
ト
リ
ッ
ク
へ
改
宗
し
た
の

は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二
人
目
の
イ
タ
リ
ア
人
妻
と
の
結
婚
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
ロ
シ
ア
帰
国
後
に
発
覚
し
た
た
め
、
教
会

か
ら
は
懲
戒
処
分
を
、
さ
ら
に
皇
帝
か
ら
は
道
化
師
に
さ
れ
た
の
だ
っ
た
が
、
報
復
は
そ
れ
に
は
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
が
ゴ
リ
ツ
ィ
ン
一
人
に
あ
て
は
ま
る
問
題
で
は
な
く
、
当
時
、
ロ
シ
ア
の
貴
族
の
中
で
流
布
し
て
い
た
カ
ト
リ
ッ

ク
（
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ズ
ム
を
含
む
）
へ
の
関
心
な
ら
び
に
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
へ
の
警
告
な
ら
び
に
反
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
の
意
味
を

持
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
「
氷
の
館
」
の
も
う
一
人
の
主
役
と
な
る
ト
レ
ヂ
ア
コ
フ
ス
キ
イ
に
も
向
け
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
こ
と
は
、
Б
・
А
・
ウ
ス
ペ
ン
ス
キ
イ
と
А
・
Б
・
シ
ー
シ
キ
ン
が
共
著
論
文
に
お
い
て
膨
大
な
資
料
を
使
っ
て
詳
細
に
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論
証
し
た
と
お
り
で
あ
る（

32
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
詩
人
は
ご
く
若
い
時
期
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
に
興
味
を
示
し
て
い
た
。
故
郷
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
で
の
修

学
環
境
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
活
動
の
た
だ
中
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
滞
在
と
学
業
時
に
も
、
彼
を
取
り
巻
く
多
く
の
人
脈

（
当
時
、
西
欧
に
い
た
ロ
シ
ア
人
を
含
む
）
が
同
時
代
の
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ズ
ム
を
中
心
と
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
動
向
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

詩
人
は
そ
こ
で
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
人
脈
は
一
七
三
〇
年
の
ロ
シ
ア
帰
国
後
も
詩
人
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持

つ
も
の
と
し
て
継
続
さ
れ
た
。「
氷
の
館
」
で
彼
に
対
し
て
行
わ
れ
た
処
遇
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
を
嘲
笑
し
よ
う
と
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
全
体
の
目
的
に

従
っ
た
も
の
、
と
い
う
ウ
ス
ペ
ン
ス
キ
イ
と
シ
ー
シ
キ
ン
の
結
論
は
、
き
わ
め
て
説
得
的
で
あ
る
。

　

詩
人
に
刑
罰
を
科
そ
う
と
し
た
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
ス
キ
イ
は
、
か
つ
て
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
県
知
事
の
職
（
一
七
一
九―

一
七
二
四
年
）
に
あ
っ
て
、
そ
の

当
時
か
ら
、
未
来
の
詩
人
が
カ
ト
リ
ッ
ク
に
惹
か
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た（

33
）、
そ
の
こ
と
に
加
え
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
そ
の
興
味
を
さ
ら
に

強
く
し
て
帰
国
し
た
詩
人
の
姿
に
、
祭
り
の
責
任
者
の
怒
り
は
よ
り
激
し
さ
を
増
し
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
も
し
か
す
る
と
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク

と
い
っ
た
枠
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
多
く
の
政
治
的
・
社
会
的
・
宗
教
的
抗
争
の
渦
中
に
置
か
れ
、
し
か
も
宮
廷
詩
人
と
し
て
の
役
目
を
担
わ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
下
で
、
詩
人
は
文
学
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
誕
生
を
宣
言
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
そ
う
考
え
る
と
、

約
一
世
紀
後
に
詩
人
プ
ー
シ
キ
ン
が
ト
レ
ヂ
ア
コ
フ
ス
キ
イ
に
向
け
た
熱
い
ま
な
ざ
し（

34
）は
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。「
あ
の
《
マ
ス
カ
ラ
ー
ド
》

の
夜
、
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
ス
キ
イ
が
ト
レ
ヂ
ア
コ
フ
ス
キ
イ
を
打
擲
し
た
と
き
、
ロ
シ
ア
文
学
の
歴
史
…
…
（
略
）
…
…
ロ
シ
ア
作
家
の
破
滅
の
歴
史
は

始
ま
っ
た
」（
ホ
ダ
セ
ー
ヴ
ィ
チ
）（35
）と
い
う
言
葉
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

「
氷
の
館
」
の
祭
り
は
、
そ
の
笑
い
と
遊
戯
の
底
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
（
イ
エ
ズ
ス
会
、
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ズ
ム
）
対
ロ
シ
ア
正
教
、
ロ
シ
ア
正
教
対
民
衆

的
異
教
、
西
欧
古
典
古
代
の
神
話
対
ア
ジ
ア
・
シ
ベ
リ
ア
諸
民
族
の
宗
教
と
信
仰
が
織
り
な
す
宗
教
紛
争
的
な
側
面
を
潜
め
て
い
た
。
そ
れ
は
、
帝

国
の
本
格
的
成
立
へ
向
か
う
際
に
不
可
避
的
に
生
ま
れ
る
、
多
民
族
性
と
多
宗
教
性
の
確
認
と
認
識
（
そ
し
て
排
除
）
の
過
程
を
内
在
し
た
も
の
と

な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、「
氷
の
家
」
の
マ
ス
カ
ラ
ー
ド
は
、
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
の
誕
生
と
確
立
に
象
徴
さ
れ
る
民
族
学
・

博
物
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
創
設
を
予
見
さ
せ
る
に
十
分
な
「
戯
れ
の
」
実
験
で
あ
っ
た
。
ネ
ヴ
ァ
川
氷
上
に
陳
列
さ
れ
た
「
展
示
品
」
に
囲
ま
れ
る
中

で
、
新
生
帝
国
の
暴
走
と
女
帝
の
カ
プ
リ
ッ
チ
ョ
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
詩
人
は
カ
ン
タ
ー
タ
に
比
す
べ
き
賛カ
ン
ト歌
を
歌
い
あ
げ
、「
文
学
創
造
」

の
た
め
の
壮
絶
な
戦
い
を
挑
も
う
と
し
て
い
た
。
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（
1
）
一
九
八
一
年
に
「
偉
人
伝
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

А
・
Г
・
ク
ジ
ミ
ン
著
『
タ
チ
ー
シ
チ
ェ
フ
』
で
は
、
こ
の
婚
礼
が

「
ナ
ル
ヴ
ァ
あ
る
い
は
ア
ウ
ス
テ
ル
リ
ツ
に
比
べ
て
も
、
は
る
か
に
恥

ず
べ
き
ロ
シ
ア
の
恥
辱
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
（А

. 
Г. 

К
узь-

мин, Татищ
ев. М

., 1981. Стр. 175

）。「
氷
の
館
」
に
関
す
る
文

化
史
的
研
究
は
、
十
九
世
紀
後
半
の
い
わ
ば
風
俗
史
研
究
の
開
拓
者

С
・
Н
・
シ
ュ
ビ
ン
ス
キ
イ
（Ш

убинский, 
1873

）
に
始
ま
り
、

近
年
、
Л
・
М
・
ス
タ
リ
コ
ヴ
ァ
（Старикова, 

1995

）、
Б
・

А
・
ウ
ス
ペ
ン
ス
キ
イ
と
А
・
Б
・
シ
ー
シ
キ
ン
に
よ
る
共
同
論
文

（У
спенский и Ш

иш
кин, 1997

）
へ
と
展
開
さ
れ
て
き
た
。
本
稿

は
そ
れ
ら
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

（
2
）
こ
う
し
た
見
解
の
適
否
は
、
今
後
の
実
証
主
義
史
学
の
検
討
課
題
で
あ

る
。
Е
・
В
・
ア
ニ
ー
シ
モ
フ
に
よ
れ
ば
、「
ア
ン
ナ
神
話
」
は
、
ビ

ロ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
人
に
よ
る
権
力
掌
握
問
題
と
関
連
し
な
が

ら
、
ア
ン
ナ
死
後
直
後
の
エ
リ
ザ
ヴ
ェ
ー
タ
女
帝
期
か
ら
作
ら
れ
て
き

た
と
い
う
（Анисимов, 2002

）。
В
・
О
・
ク
リ
ュ
チ
ェ
フ
ス
キ
イ

の
有
名
な
一
節
「
我
々
の
歴
史
上
で
暗
黒
の
一
頁
で
あ
り
、
そ
の
中
で

も
っ
と
も
暗
い
汚
点
が
女
帝
そ
の
人
だ
っ
た
」（В

. 
О
. 

К
лю

чевс-
кий, К

урс русской истории. Ч
. 4. М

., 1910. Стр. 390

）
も
参

照
の
こ
と
。

（
3
）
近
年
、
多
く
の
成
果
が
生
ま
れ
て
い
る
、
特
に
宮
中
の
式
典
や
セ
レ
モ

ニ
ー
等
の
祝
祭
に
関
す
る
研
究
を
参
照
。
例
え
ば
、О

. 
Ю

. 
Заха-

рова, Светские церемониалы
 в России 18- начала 20 в. 

М
., 2001; Ее ж

е, Власть церемониалов. М
., 2003; Д

. Д
.

Зелов, О
ф

ициальны
е светские праздники как явление 

русской культуры
 конца 17- первой половины

 18 века. 
М

., 2002; А
. Э

. Ж
абрева, М

аскарады
 и маскарадны

й кос-
тю

м в рукописны
х и опубликованны

х материалах 18 
века.// М

аска и маскарад в русской культуре 
18-20 

веков. М
., 2000; Н

. А
. О

гаркова, Ц
еремонии, празднес-

тва, музы
ка русского двора. 18- начало 19 века. СП

б., 
2004.

が
参
考
に
な
る
。

（
4
）Ш

убинский, 1873; Анисимов, 2002

に
記
述
が
あ
る
。
特
に
ペ

ド
リ
ー
ロ
に
関
し
て
は
、
坂
内
、
二
〇
一
〇
、
を
参
照
。

（
5
）
ゴ
リ
ツ
ィ
ン
が
結
婚
を
望
ん
だ
と
の
指
摘
も
あ
る
。
ま
た
、「
仲
人
女
」

と
し
て
の
ア
ン
ナ
と
い
う
側
面
は
、
彼
女
が
受
け
止
め
た
現
実
（
ご
く

短
期
間
の
結
婚
生
活
と
死
別
、
再
婚
希
望
、
長
期
の
寡
婦
生
活
）
と
結

婚
観
と
い
っ
た
彼
女
個
人
の
問
題
を
越
え
て
、
典
型
的
ロ
シ
ア
女
性
と

し
て
の
「
世
話
焼
き
女
」「
噂
話
好
き
」「
お
し
ゃ
べ
り
女
」
と
い
っ
た
、

よ
り
大
き
な
枠
内
で
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
同
時
に
、
同
時
代
の

演
劇
な
ら
び
に
民
衆
版
画
に
見
ら
れ
る
「
仲
人
女
」
の
表
象
も
参
照
）。

あ
る
い
は
、
こ
の
点
は
、
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
ア
ン
ナ
に
お
け

る
「
民
衆
性
」
の
問
題
と
し
て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
6
）「
カ
ル
ム
イ
ク
娘
」
は
十
八
世
紀
以
降
、
ロ
シ
ア
の
宮
廷
と
貴
族
社
会

で
は
、
娯
楽
と
下
働
き
を
提
供
す
る
者
と
し
て
公
的
に
贈
答
さ
れ
る
女

性
を
意
味
し
、「
普
通
名
詞
化
」
し
て
い
た
観
が
あ
る
。
ヴ
ァ
ル
ヴ
ァ

ラ
・
シ
ェ
レ
メ
ー
チ
ェ
ヴ
ァ
公
爵
に
仕
え
た
ア
ン
ヌ
シ
カ
（
И
・
П
・

ア
ル
グ
ノ
ー
フ
に
よ
る
肖
像
画
の
名
作
（
一
七
六
七
年
）
で
有
名
）、

エ
カ
テ
リ
ー
ナ
大
帝
の
死
後
、
皇
后
マ
リ
ヤ
・
フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ナ
貴
族

子
女
寄
宿
養
育
協
会
に
マ
リ
ヤ
・
ペ
ト
ロ
ー
ヴ
ナ
と
し
て
引
き
取
ら
れ

註
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た
カ
ル
ム
イ
ク
娘
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。
同
様
の
存
在
は
「
黒
人
（
ア

ラ
ー
プ
）
の
子
供
」（
子
供
の
ア
ラ
ー
プ
を
従
え
た
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
一

世
、
ア
ン
ナ
を
題
材
と
し
た
彫
像
を
参
照
）
で
あ
る
。

（
7
）
こ
れ
を
誰
が
付
け
た
か
に
関
し
て
は
確
証
は
な
い
が
、
ア
ン
ナ
だ
ろ
う
。

あ
だ
名
の
命
名
も
、
上
記
註
（
5
）
で
言
及
し
た
ロ
シ
ア
の
「
お
せ
っ

か
い
女
」
に
と
っ
て
重
要
な
役
目
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

花
嫁
の
姓
ブ
ジ
ェ
ニ
ー
ノ
ヴ
ァ
は
、
ア
ン
ナ
の
好
き
な
ボ
イ
ル
ド
ポ
ー

クбуж
енина

に
ち
な
ん
で
女
帝
が
付
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ク
ワ

ス
も
塩
ゆ
で
豚
も
、
と
も
に
「
民
衆
的
な
」
食
べ
物
で
は
な
い
か
。

（
8
）
大
臣
官
房кабинет министров

は
一
七
三
一
年
十
一
月
に
ア
ン
ナ

の
勅
令
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
。
当
初
は
Г
・
И
・
ゴ
ロ
フ
キ
ン
、
А
・

И
・
オ
ス
テ
ル
マ
ン
、
А
・
М
・
チ
ェ
ル
カ
ス
キ
イ
の
三
名
か
ら
構
成

さ
れ
、
オ
ス
テ
ル
マ
ン
の
影
響
が
最
大
で
あ
っ
た
。
ゴ
ロ
フ
キ
ン
の
死

後
、
П
・
И
・
ヤ
グ
ジ
ン
ス
キ
イ
が
参
加
、
さ
ら
に
彼
の
死
後
（
一
七

三
六
年
四
月
）
二
人
体
制
が
続
い
た
が
、
一
七
三
八
年
四
月
に
ヴ
ォ
ル

ィ
ン
ス
キ
イ
が
加
わ
っ
た
（Государственность России. К

н. 2, 
М

., 1999. С
. 146

）。
ち
な
み
に
彼
は
祭
り
の
四
カ
月
後
、
ア
ン
ナ
の

寵
臣
ビ
ロ
ン
に
対
す
る
反
逆
の
廉
で
「
腹
心
の
友
人
た
ち
」
と
と
も
に

逮
捕
さ
れ
、
彼
に
連
座
し
た
後
述
註
（
9
）
の
エ
ロ
ー
プ
キ
ン
と
も
ど

も
一
七
四
〇
年
六
月
二
七
日
に
処
刑
さ
れ
た
。

（
9
）
市
建
築
委
員
会
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
エ
ロ
ー
プ
キ
ン
（
一
六
八
九―

一
七
四
〇
年
）
の
仕
事
と
生
涯
の
全
容
に
つ
い
て
は
、Зодчие 

Санкт- П
етербурга. 18 век. СП

б., 1997. С
. 156-190.

を
参
照
。

た
だ
し
、
こ
こ
に
は
「
氷
の
館
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
た
だ
し
、

В
. Г. И

саченко, Зодчие Санкт- П
етербурга 18-20 веков. 

СП
б., 2010.

に
は
言
及
が
見
ら
れ
る
。

（
10
）Старикова, 1995. С

. 642-711; Соловьев, 1963. С
. 517-518; 

П
авленко, 2002. С

. 142-144.

（
11
）Старикова, 1995. С

. 642.

（
12
）Старикова, 1995. С

. 650-656.

（
13
）
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
（
現
民
族
学
・
人
類
学
博
物

館
）
は
一
七
一
四
年
に
設
立
、
一
七
一
八
、
一
七
一
九
年
に
独
立
し
た

建
物
と
な
る
。
創
成
期
の
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
に
関
す
る
最
良
の
研
究

は
、Р. 

Н
иколози, 

М
икрокосм

 нового: 
К

унсикам
ера, 

П
етербург 

и сим
волический порядок петровской 

эпохи// П
етр Великий. М

., 2007.

さ
ら
に
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の

側
か
ら
の
ロ
シ
ア
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
と
の
関
わ
り
に
関
し
て
は
、
ホ

ル
ス
ト
・
ブ
レ
ー
デ
カ
ン
プ
『
モ
ナ
ド
の
窓　

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
「
自

然
と
人
工
の
劇
場
」』（
原
研
二
訳
、
産
業
図
書
、
二
〇
一
〇
年
）
が
き

わ
め
て
役
立
つ
。
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
に
関
し
て
は
多
数
の
ロ
シ
ア
語

関
連
資
料
が
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ずТ. В

. Станю
кович, К

унс-
ткамера П

етербургской А
кадемии Н

аук. М
.,- Л

. 1953

を
参

照
。
こ
こ
に
は
、
収
蔵
さ
れ
て
い
た
衣
装
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
祭
典

「
氷
の
館
」
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
へ
の
言
及
も
あ
る
。
だ
が
、
祭
り
そ

の
も
の
に
つ
い
て
は
「
無
意
味
で
馬
鹿
げ
た
祭
り
」
と
さ
れ
て
い
る

（Ее ж
е, с. 76-77

）。
ち
な
み
に
、
こ
の
祭
り
に
使
わ
れ
た
衣
装
は
ク

ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
に
一
部
分
の
み
が
返
還
さ
れ
た
が
、
一
七
四
七
年
の

火
事
に
よ
り
焼
失
し
た
。

（
14
）
18
世
紀
半
ば
ま
で
の
ロ
シ
ア
民
族
学
「
誕
生
期
」
を
形
成
し
た
В
・

Н
・
タ
チ
ー
シ
チ
ェ
フ
、
И
・
И
・
キ
リ
ー
ロ
フ
、
一
七
三
〇―

一
七

四
〇
年
代
の
ロ
シ
ア
各
地
の
調
査
・
遠
征
、
さ
ら
に
、
Г
・
Ф
・
ミ
ル

レ
ル
、
И
・
グ
メ
リ
ン
等
の
仕
事
の
概
要
に
つ
い
て
は
、С

. 
А
. 

Токарев, И
стория русской этнограф

ии. М
., 1966. С

. 79-85, 
93.

を
参
照
。
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（
15
）
ク
ラ
フ
ト
に
つ
い
て
は
、Н

. 
И
. 

Н
евская, 

Г. 
В
. 

К
раф

т и 
П

етербургская Академия Н
аук 18 в.// Н

емцы
 в России. 

П
етербургские немцы

. СП
б., 1999.

ま
た
、
こ
の
冬
の
寒
さ
に

つ
い
て
は
、
ビ
ュ
ル
ガ
ー
編
『
ほ
ら
ふ
き
男
爵
の
冒
険
』（
岩
波
文
庫
、

新
井
裕
晧
士
訳
）
に
も
言
及
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ミ
ュ
ン
ヒ
ハ
ウ
ゼ

ン
男
爵
は
一
七
三
九
年
に
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
家
の
公
子
ア
ン
ト

ン
・
ウ
ル
リ
ヒ
の
婿
入
り
に
同
行
し
て
ロ
シ
ア
を
訪
れ
た
。
ほ
ん
の
短

期
間
な
が
ら
ロ
シ
ア
軍
と
し
て
ト
ル
コ
と
の
戦
闘
に
参
加
、
ア
ン
ト

ン
・
ウ
ル
リ
ヒ
が
ホ
ル
モ
ゴ
ル
ィ
（
訳
者
は
シ
ベ
リ
ア
と
す
る
）
に
流

さ
れ
た
後
も
、
女
帝
エ
リ
ザ
ヴ
ェ
ー
タ
の
宮
廷
内
で
勤
務
し
た
。

（
16
）
中
世
以
来
の
一
般
的
な
結
婚
シ
ー
ズ
ン
は
、
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
高
揚

す
る
夏
六
、
七
月
と
収
穫
後
の
秋
か
ら
冬
、
九
月
か
ら
二
月
ま
で
と
し
、

特
に
冬
は
一
月
六
日
か
ら
謝
肉
祭
ま
で
の
時
期
と
す
る
以
下
の
記
述
を

参
照
。Б

. А
. Ры

баков, Я
зы

чество древней Руси. М
., 1987. 

С
. 177.

（
17
）Старикова, 1995. С

. 693-711; Русский бы
т, 2010. С

. 294- 
300.

（
18
）У

спенский и Ш
иш

кин, 1997. С
. 304-311.

（
19
）
先
述
し
た
ク
ラ
フ
ト
著
『
記
述
』（
一
七
四
一
年
刊
行
）
に
は
、
氷
の

家
の
図
面
と
と
も
に
絵
六
点
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
筆
者
未
見
だ
が
、

Старикова, 
1995

そ
の
他
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
）。
ゾ
ウ
は
そ
の

一
枚
に
登
場
す
る
が
、
行
列
の
先
頭
と
も
見
え
る
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
に
始

ま
る
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ゾ
ウ
の
文
化
史
に
関
し
て
は
、
と
り
あ
え
ず

К
. А

. Богданов, Слоны
 и коф

е: чуж
ое как свое.// О

 кро-
кодилах в России. М

., 2006.

（
20
）
マ
ル
キ
ー
ズ
・
ド
・
ラ
・
シ
ェ
タ
ル
デ
（
一
七
三
九―

一
七
四
二
、
一

七
四
三―

一
七
四
四
年
に
ロ
シ
ア
宮
廷
で
勤
務
）、
マ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン

（
宮
廷
に
出
入
り
し
た
の
は
一
七
三
六―

一
七
四
四
年
）
と
い
っ
た

人
々
の
手
紙
や
覚
書
に
よ
る
（Старикова, 1995; Русский бы

т, 
2010

）。

（
21
）Старикова, 1995. С

. 706.

（
22
）
詩
の
本
文
七
行
目
は
「
こ
の
恩
寵
は
天
空
よ
り
皆
へ
と
注
が
れ
る
」
と

あ
る
。
人
名
ア
ン
ナ
と
い
う
言
葉
の
古
代
ユ
ダ
ヤ
語
語
源
が
「
神
の
恵

み
・
恩
寵
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ロ
シ
ア
語
の
「
恩
寵
」благодать

（
文
字
通
り
、
神
が
与
え
た
よ
き
も
の
）
と
重
ね
た
手
法
で
あ
る
。
ジ

ャ
ン
セ
ニ
ズ
ム
に
顕
著
な
「
恩
寵
」
論
争
と
ト
レ
ジ
ア
コ
フ
ス
キ
イ
の

関
連
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
23
）
彼
は
、
ロ
シ
ア
最
初
期
の
本
格
的
な
宮
廷
詩
人
と
し
て
、
詩
の
み
な
ら

ず
曲
を
創
作
し
て
い
る
。
現
存
す
る
音
楽
頌
詩
（
カ
ン
ト
）
の
数
は
六

十
曲
、
バ
リ
ア
ン
ト
を
含
め
る
と
百
六
十
を
越
え
る
と
い
う
。
ア
ン
ナ

女
帝
に
対
す
る
詩
人
の
音
楽
賛
歌
に
関
し
て
は
、
上
記
註
（
3
）
に
あ

げ
たО

гаркова, 2004. С
. 38-42

に
詳
し
い
。
さ
ら
に
、
音
楽
家
と

し
て
の
ト
レ
ヂ
ア
コ
フ
ス
キ
イ
に
関
し
て
は
、М

. 
М

. 
Сохранен-

кова, В
. К

. Тредиаковский как композитор. П
амятники 

культуры
. Н

овы
е откры

тия. 1986. Л
., 1987.

（
24
）
命
じ
ら
れ
た
詩
が
完
成
し
な
か
っ
た
こ
と
、
祭
り
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
遅

れ
た
こ
と
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ク
ラ
ー
キ
ン
公
爵
（
詩
人
に
と
っ
て

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
放
浪
時
の
「
恩
人
」
で
、
庇
護
者
か
つ
メ
セ
ナ
で
あ
る

一
方
、
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
ス
キ
イ
の
政
敵
の
一
人
）
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
、
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
ス
キ
イ
を
思
わ
せ
る
詩
（
寓
意
詩
「
自
慢
屋
」

と
さ
れ
る
）
を
作
っ
た
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。П

исьма рус-
ских писателей 18 века. Л

., 1980. Стр. 63.

を
参
照
。

（
25
）Соловьев, 1963. C

. 529-533; П
. П

. П
екарский, И

стория 
И

мператорской А
кадемии Н

аук в П
етербурге. 

Т. 
2. 
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СП
б., 1873. С

. 77-83; П
исьма русских писателей 18 века. 

Л
., 1980. Стр. 48-49.

（
26
）П

исьма русских писателей 18 века. Л
., 1980. Стр. 48.

（
27
）
優
れ
た
ト
レ
ヂ
ア
コ
フ
ス
キ
イ
論
の
著
者
で
あ
る
イ
リ
ー
ナ
・
レ
イ
フ

マ
ン
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
文
学
の
「
創
世
神
話
」
に
お
い
て
、
ロ
モ
ノ

ー
ソ
フ
が
創
造
者
＝
ヒ
ー
ロ
ー
の
役
割
を
果
た
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、

ト
レ
ヂ
ア
コ
フ
ス
キ
イ
は
ヒ
ー
ロ
ー
の
「
馬
鹿
の
双
子
」「
口
の
き
け

な
い
悪
魔
の
分
身
」
で
あ
る
と
い
う
。Reyfm

an, 1990, p.27-28.

（
28
）「
氷
の
家
」
祭
り
を
有
名
に
し
た
同
名
の
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
歴
史
小
説

（
一
八
三
五
年
）
の
作
者
И
・
И
・
ラ
ジ
ェ
ー
チ
ニ
コ
フ
に
対
す
る

А
・
С
・
プ
ー
シ
キ
ン
の
書
簡
（
一
八
三
五
年
十
一
月
三
日
付
）
を
参

照
。
こ
こ
で
詩
人
は
『
氷
の
家
』
を
優
れ
た
作
品
で
あ
る
と
評
価
し
な

が
ら
も
、
小
説
家
の
「
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
ス
キ
イ
事
件
」
の
と
ら
え
方
に
疑

念
を
示
し
、
さ
ら
に
は
、
ト
レ
ヂ
ア
コ
フ
ス
キ
イ
観
に
強
い
不
満
と
怒

り
を
記
し
、
こ
の
卓
越
し
た
詩
人
を
「
受
難
者
」
で
あ
る
と
し
て
最
大

級
の
敬
意
を
示
し
て
い
る
（А

. С
. П

уш
кин, Собрание сочине-

ний в десяти томах. Т. 10. М
., 1978. С

. 244-245
）。

（
29
）блядочка

はблядь

「
売
女
」「
娼
婦
」
の
指
小
表
愛
形
。блядь

に
関
し
て
は
、
例
え
ばН
. 

П
. 

К
олесникова Е

. А
. К

орнилов 
П

оле русской брани. Ростов-на Д
ону, 1996. Стр. 46.

さ
ら

に
、И

. 
З. 

Раскин, 
Энциклопедия хулиганствую

щ
его 

ортодокса. М
., 1994. С

. 88-94.

に
は
豊
富
な
用
例
と
こ
の
語
に
対

す
る
考
察
が
あ
る
。
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
以
後
、
ソ
ビ
エ
ト
、
ロ
シ
ア
で

は
「
社
会
的
方
言
」（
俗
語
、
流
行
語
、
犯
罪
語
、
収
容
所
語
、
政
治

的
・
性
的
タ
ブ
ー
語
、
死
語
等
々
）
に
関
す
る
多
数
の
辞
典
が
出
版
さ

れ
て
お
り
、
罵
倒
語
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（
30
）У

спенский и Ш
иш

кин, 1997. С
. 300, примечание 16.

（
31
）У

спенский и Ш
иш

кин, 1997. С
. 298, примечание 3.

こ
れ

は
、
マ
ス
カ
ラ
ー
ド
を
実
際
に
見
物
し
、
後
の
エ
リ
ザ
ヴ
ェ
ー
タ
帝
期

に
陸
軍
中
将
と
な
っ
た
В
・
А
・
ナ
シ
チ
ョ
ー
キ
ン
「
覚
書
」
か
ら
の 

引
用
で
あ
る
（Русский бы

т, 2010. С
. 296

）

（
32
）У

спенский и Ш
иш

кин, 1990.

こ
の
論
文
の
改
訂
版
はУ

спенс-
кий, 2008

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
33
）
詩
人
は
、
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
ス
キ
イ
が
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
県
知
事
の
職
に
あ
っ

た
時
期
（
一
七
一
九―

二
四
年
）、
ア
ス
ト
ラ
ハ
ン
で
修
学
中
で
あ
り
、

カ
ト
リ
ッ
ク
が
作
っ
た
一
七
二
〇
年
頃
に
学
校
へ
入
学
し
た
。
こ
の
学

校
創
立
自
体
が
大
き
な
問
題
と
な
り
、
宗
務
院
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
る

が
、
ヴ
ォ
ル
ィ
ン
ス
キ
イ
は
学
校
を
存
続
さ
せ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
を
弁
護

し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
詩
人
が
カ
ト
リ
ッ
ク
に
興
味
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
、
そ
の
時
以
来
知
っ
て
い
た
の
は
間
違
い
な
い
。

（
34
）
註
（
28
）
を
参
照
。

（
35
）Batum

an, 2010, p.210.
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